
全園児・全同居者へのお願い

・検温の実施
自宅では、登園前に同居者全員の検
温をお願いいたします
園の玄関では園児の検温を行います
37.5度以上または平熱＋１℃の発
熱が見られた場合は家庭保育をお願
いいたします。

・登降園時は玄関でのアルコール消
毒をお願いします（保護者のみ。園
児は保育室入室後に手洗いをおこな
います）

・登降園時は保護者の方はマスクの
着用をお願いします

・子どもの送迎は、随時変更をいた
します
　掲示板等でご確認ください

・送迎は原則１名でお願いいたしま
す

・『末広認定こども園の感染症対
策』に準じます（別紙参照）
解熱後24時間以上経過しないと登
園は控えていただいています（解熱
剤を使用しないで24時間以上経過
していること）
その他に呼吸器症状（鼻水や咳・
痰）を有する場合は家庭保育をお願
いする場合があります

新型コロナウイルス感染症かどうかわからない
が、体調不良の原因がコロナウイルス感染症で
はないと言い切れない

PCR検査を受けることになった 施設内での感染拡大危惧される

該当者の対応

①園に報告
②かかりつけ医に相談・受診
③保健所等に設置されている『帰国者・接触者
相談センター』に相談
＊小児は小児科医による診察が望ましい

開園
自治体に報告・確認の上、臨時休園
日数は保健所等と検討して決定する

①園に報告
②保健所の指示に従う

保健所や医師の指示に従う

休園の有無

①園に報告
②保健所の指示に従
う。毎日の検温と
日々の健康観察の継
続

開園 開園

当該園児は検査結果が出るまで登園不可
（兄弟児も含む）

新型コロナウイルス感染症に対する園対応

令和２年８月２６日現在

健康管理

園児、または家族（同居者）に風邪の症状や発熱が出
た場合。または、強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ
（呼吸困難）がある出た場合
＊症状が４日以上続く場合は必ず

園児の家族（同居者）が発症した場合
（園児が濃厚接触者） 園児が発症した場合

A B C D E F

全員登園不可

＊対応は作成時現在のものですので、随時変更になるとこもあります。変更になりましたら、その都度連絡いたします。職員も同様に対応いたします。

通常

当該家庭は、家庭保
育を要請
濃厚接触者と判定さ
れた同居者は送迎不
可
他の園児は登園可

園に報告し、通常登
園
園児は、検温表等を
活用し、健康状態を
把握する

PCR検査の結果が
出るまで登園自粛
【陽性の場合】登園
自粛
【陰性の場合】園に
報告して通常登園
（健康状態の把握は
継続）

職員対応により日常の清掃・消毒を行います
アルコールによる、床やドアノブ、共有するものは消毒を行います
おもちゃやトイレも日々の掃除とともに、アルコール消毒を行います

陽性率（大阪）6.6％（８／２２）

末広認定こども園

＊コロナウイルス感染症拡大に伴い、いつ・誰が罹ってもおかしくない状況になっています。本園でも、感染症対策を行いますが、子どもたちの集団生活では三密を避けられない場面も多々あります。その点はご理解いただ
きますようよろしくお願い致します。また、感染者が発生した場合は、感染者のプライバシーの問題もありますので、誰が罹患したか等の詮索はご遠慮ください

園児の同居者の職場や学校で陽性者がい
た場合

＊濃厚接触者の判定は保健所がおこなう

同居者は濃厚接触者
ではない

同居者は濃厚接触者
と判定された

①園に報告
②保健所等に設置さ
れている『帰国者・
接触者相談セン
ター』に相談の上、
日々の健康観察を継
続

登園可能の基準

①かかりつけ医に相談・受診
②保健所等に設置されている『帰国者・接触者
センター』に相談した結果に準ずる
症状が改善し次第登園とする（末広認定こども
園の感染症対策を参照）

PCR検査の結果が出るまで登園不可
【陽性の場合】右列を参照
【陰性の場合】園に報告して通常登園
（健康状態の把握は継続）

　　　　　　登園不可（同日含む）
退院後の登園は退院指導に従う
＊休園の間に新たな発症者が出た場合は
休園期間を延長し、開園時感染された家
庭から『登園許可書（治癒証明書）』を
提出していただく
＊登園許可書（治癒証明書）は病院で出
していただいたものでかまいません

環境消毒
保育室の清掃と消毒を行いま

す

開園

園児の登園の可否
当該家庭は家庭保育を要請

他の園児は登園可


